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１．研究の背景と目的
本研究の目的は、「よさこい系および YOSAKOI

ソーラン系の祭りや踊り」に関する研究動向に関
して一考察を試みることである。具体的には、
CiNii 掲載論文のタイトルに対するテキストマイ
ニングを用いた分析を中心に、主要論文をもとに
研究動向を検討する。

近年の日本におけるポピュラーな文化イベント
をみてみると、「よさこい祭り」や「YOSAKOIソー
ラン祭り」に代表されるような「＊＊祭り」と名
打った踊りを中心としたダンスイベントがあげら
れる。周知のとおり、よさこい祭りは、1954年
に高知県の高知商工会議所青年団が戦後復興を祈
願して始めたイベントである（よさこい祭り振興
会，2020）。一方、YOSAKOI ソーラン祭りは、
北海道大学の学生（長谷川岳）が、「よさこい祭り」

に感動し、高知県の「よさこい祭り」と北海道の
「ソーラン節」を融合させ、1992年に札幌市で
「YOSAKOI ソーラン祭り」として開催し始めた
イベントである（一般社団法人 YOSAKOI ソーラ
ン祭り組織委員会，2020）。これらの祭りは、そ
の後、参加者・観客動員数や祭りの規模の拡大に
よって、各地に類似のイベントとして普及してい
る。本稿の研究対象の枠組みは、「よさこい祭り」
や「YOSAKOI ソーラン祭り」について、派生し
た祭りを含めた総称として、それぞれ「よさこい
系の祭り」や「YOSAKOI ソーラン系の祭り」と
解釈していくこととする。これらと同様に、それ
ぞれの踊りに関しても派生した踊りを含め、「よ
さこい系の踊り」や「YOSAKOI ソーラン系の踊
り」と解釈していく。このような解釈に基づき、
全体としては、「よさこい系および YOSAKOIソー
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ラン系の祭りや踊り」と称して検討を試みるもの
である。

この「よさこい系の祭り」や「YOSAKOI ソー
ラン系の祭り」は、それぞれの開催時期に、テレ
ビ・ラジオのニュースや新聞などのマスメディア
によって報道されるだけでなく、近年はインター
ネットの普及によって、日本国内だけでなく世界
にも発信されている。そして、このような文化現
象を対象として、人文地理学、文化人類学・民俗
学や舞踊学など様々な学問的な立場から、報告さ
れている。

先行研究を概観すると、人文地理学の立場から、
内田は、高知市で始められた元祖「よさこい祭り」
について、戦後から全国的な展開に至る現在まで、
数 多 く 検 討 し て い る（ 内 田，1992，1994a，
1994b，1999，2001，2002，2004a，2004b，2008，
2013a，2013b，2018，2019，2020）。また、岩井は、

「よさこい鳴子踊りの進化論」として一連の研究を
行っている（岩井，2001，2003，2005，2006，
2007，2009，2016，2017）（岩井ら，2004）。

矢島は、これらの先行研究を踏まえた上で、「よ
さこい系」祭りを都市民俗学の立場から、民俗学
の現在学・世相解説の史学という視点に立ち、高
知の「よさこい祭り」や札幌の「YOSAKOI ソー
ラン祭り」を中心に、仙台や名古屋における「よ
さこい系」祭りの動態に関して一連の研究を行っ
ている（矢島，2000，2001，2002a，2002b，2003，
2016，2017，2018）。

一方、舞踊学の立場から、増山（1999）は、
YOSAKOI ソーラン祭りの拡大に関して、舞踊文
化の視点から考察を試みている。また、平田は、
上位入賞チームを対象として、「YOSAKOI ソー
ラン祭り」の参加者意識や演舞構成に関して、開
催年度の10年の差異から検討している（平田，
2010）。さらに、民俗音楽の立場からは、岩村

（2015）は、「よさこい系および YOSAKOI ソーラ
ン系踊り」の身体技能の特徴に関して、ユーラシ
アの民族舞踊と黒人の米国大陸のヒップホップ系
ダンスとの比較や、高知系よさこい踊りと
YOSAKOI ソーラン系踊りの違いの視点から、考

察を試みている。
2020年 の 最 新 の 著 書 を み る と、 札 幌 の

YOSAKOI ソーラン祭り創立時に学生メンバーと
して参加した川竹（2020）の著作があげられる。
具体的には、自身の参与観察を交え、「よさこい
は、なぜ全国に広がったのか」について、詳細に
記している。

また、これら代表的な研究だけでなく、多くの
実践も報告されている。しかしながら、研究雑誌
や研究論文等を広範囲な情報から収集し、網羅的
に分析した研究は、ほとんどみられない。したがっ
て、より幅広く、例えば、学会誌や大学の研究紀
要なども含め、情報技術を利用した網羅的なデー
タ収集に基づき、「よさこい系の祭りや踊り」、

「YOSAKOIソーラン系の祭りや踊り」に関して、
客観的な分析に観点を絞って研究動向を検証する
必要があると思われる。

そこで本報では、国立情報学研究所の学術情報
ナビゲーター（CiNii）のデータを使用して、「よ
さこい系の祭りや踊り」、および「YOSAKOIソー
ラン系の祭りや踊り」に関して文献検索を試み、
論文のタイトルに対する計量的アプローチにより
研究動向を分析し、その結果を中心に、主要論文
をもとに考察を試みることとした。

２．方法
2.1対象文献の抽出

国立情報学研究所（NII）の CiNii（NII 学術情
報ナビゲータ）を使用し、CiNii に掲載された文
献における対象文献の抽出に際し、「よさこい」
および「YOSAKOI」の二つのキーワードをもと
に検索を行い、どのような文献を対象とするか決
定するために、次のような手順を踏んだ。

その際、「YOSAKOI」に関しては、「YOSAKOI」
と示されている場合と「YOSAKOI ソーラン」

「YOSAKOI SOHRAN」、「YOSAKOI そーらん」
と示されている場合がみられた。具体的には、

「YOSAKOI」に続く文字の発音は同じであって
も、 表 記 が 片 仮 名 で は な く、「YOSAKOI 
SOHRAN」とアルファベットになっていたり、

D12277-73001016_論文03 畑野裕子.indd   34 2021/03/29   16:43:27



－35－

「YOSAKOI そーらん」と平仮名表記になってい
たりするものもみられる。したがって、検索にあ
たり、「YOSAKOIソーラン」と全名称をキーワー
ドとせず、「YOSAKOI」をキーワードとして入力
した。

このように、本研究で取り上げる「YOSAKOI
ソーラン系の祭りや踊り」とは、札幌市を起源と
する「YOSAKOI ソーランの祭りや踊り」を意味
しており、その多くは、「YOSAKOI」とアルファ
ベットで示されているが、必ずしも「YOSAKOI
ソーラン」と全名称が同じように示されているわ
けではない。それにもかかわらず、「YOSAKOI」
は、発音が同じであっても、表記と解釈の観点か
ら、高知の平仮名表記の「よさこい」とは異なる
と認識可能である。

これらを踏まえて、「YOSAKOI」と示されてい
る 文 献 を 検 索 し た 結 果 で は、 ほ と ん ど が

「YOSAKOI ソーラン」を含んでいた。その中で
も、キーワードをどのような条件で入力するかに
ついて、まずは検索条件別にその数を確認した。
なお、検索方法は、フリーワード検索（タイトル
だけでなく、キーワードとして挙げられている場
合も含まれる）または、タイトル検索、それに加
えて、CiNii に論文の本文掲載か否かというもの
である。その結果、2020年９月29日時点で、
1971年～2020年９月までに掲載された文献をみ
ると、フリーワード検索（本文掲載有り、本文掲
載無し）、また、タイトル検索（本文掲載有り、
本文掲載無し）の件数の結果をもとに、本稿では、
最多件数としてあげられているフリーワード検索

（本文掲載無し）結果を用いることとした。２種
類のキーワード（「よさこい」、「YOSAKOI」）を
各々検索した結果、文献数は、それぞれ「よさこ
い」が135件、「YOSAKOI」が132件で、いずれ
も調査対象文献として、それらを抽出した。

これらのデータベースからは、論文タイトルと
ともに、執筆者氏名、出典、執筆年、論文のペー
ジ数が検索可能であるため、それらについても収
集した。しかしながら、これら抽出文献には、フ
リーワード検索内での重複掲載があったため、こ

れら重複文献については削除した。また、この資
料整理の段階で、論文名として掲載されているも
のの、論文の内容とは直接関係のない語句（例え
ば、＊＊教授大会記念号などの語句）が付随して
いた場合には、直接関係のない語句を削除した。
また、不必要な数字なども同様に削除・整理した。

調査対象の抽出文献をもとに、出典に関して詳
細にみていくと、まず、一見、学会誌の名称では
あるが、調べてみると大学学科内の学会名称を有
する文献が散見された。そこで、各文献について、
オープンアクセスによる詳細な情報を確認した。
その結果、学会の規模が全国規模ではなく、会員
が学内の限られたメンバーに特定されており、会
員資格がオープンな学会ではないと判断された。
したがって、大学学科内の学会誌については、大
学紀要として整理した。

次に、学会出版物においては、学会本誌だけで
はなく、一般的な学会発表要旨の学会大会号を含
んでいる学会出版物も散見された。特に、特定の
年度の学会大会号については、一般的な学会発表
要旨を含んでいるものの、他の年度の掲載がな
く、個別の分量もみても２ページ以下であった。
したがって、通常の学会誌とは異なっていたの
で、削除することとした。したがって、それ以外
の論文について、整理すると169件となり、これ
らを「一次抽出文献」とした。

この一次抽出文献をもとに、次にあげる文献の
出典に関して、調査対象文献を整理して絞り込み
を行った。
①  大学紀要：大学が発行する研究紀要及び報告

書に掲載されている文献（大学学科内の学会
名称を有する文献は、全国規模のオープンな
学会ではないため、大学紀要に含めた）

②  学会出版物：日本学術会議において学術研究
団体として登録されている学会が発行する学
会出版物に所収されている文献

③  出版社：出版社が発行する研究雑誌などに掲
載されている文献

④  その他：日本女子体育連盟、日本観光協会、
日本レクリエーション協会等
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析した畑野（2019）の報告がある。これを参考
に本報では、以下の手続きで分析を進めた。

（1） 「よさこい系および YOSAKOI ソーラン系の
祭りや踊り」に関する研究の構造の把握
抽出した文献のタイトルについて形態素解析
を行い、論文タイトルに含まれている名詞
句、サ変名詞句の出現頻度を把握した。そし
て、出現頻度上位語句の共起ネットワークを
作成し、そのまとまりから研究の構造を解釈
した。

（2）論文種別による研究動向の差異の検討
出現頻度上位語句の共起ネットワークに、論
文種別を外部変数とする共起関係を設定し、
得られた共起ネットワークから、論文種別に
よる研究動向の差異について検討した。

（3）年代別にみた研究動向の推移の検討
年代を外部変数とする共起関係を設定し、得
られた共起ネットワークから、年代別にみら
れた研究動向の推移について検討した。

３．結果と考察
3.1「よさこい系および YOSAKOIソーラン系の
祭りや踊り」に関する論文のCiNii掲載状況

「二次抽出文献」169件に対して、「よさこい系
および YOSAKOI ソーラン系の祭りや踊り」に
関する研究における文献の出典別と発表年別にク
ロス集計を行い、表１に示した。

文献の出典ごとに発表年別からみると、大学が

また、1978年～2020年３月までに発行され掲
載された文献について、経年の変化を概括するた
めに学習指導要領改訂の先行実施や改訂間の年数
を考慮したうえで、本報では便宜上次のように４
つに区分（1978年～1997年、1998年～2007年、
2008年～2016年、2017年～2020年）し、整理す
ることとした。

2.2分析の手続き
前述した方法で抽出した「一次抽出文献」の論

文タイトルには、学会発表における番号や記号、
その他にも直接論文タイトルとは関連性のない名
称（文献における特集記事やシンポジウムなどの
情報）を含んでいるものが多数あった。今回の分
析に関係がないと思われるそれらの情報について
は、各論文タイトルをチェックして、不必要な情
報に関して削除したうえで論文タイトルを整理し
て、最終的には、169件の「二次抽出文献」のリ
ストを作成した。なお、分析は上記に抽出した論
文タイトルに対するテキストマイニングを KH 
Coder2.00f（樋口，2014，2019）によって実施し
た。同時に、文献の出典（論文種別）や年代を外
部変数とする共起関係を設定し、得られた共起
ネットワークから、年代別にみた研究動向の推移
について検討した。この手法を用いた研究として
は、例えば、「総合的な学習の時間」における情
報教育に関する研究動向を分析した畑野・森山

（2017）や、「保育内容」に関する研究動向を分

表１　「よさこい系および YOSAKOI ソーラン系の祭りや踊り」に関する研究における文献の出典と発表
年のクロス集計

年代
紀要 学会 出版社 その他 未記入 総計

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

1978年～1997年 4 2.4% 0 0.0% 2 1.2% 1 0.6% 0 0.0% 7 4.1%

1998年～2007年 30 17.8% 15 8.9% 18 10.7% 24 14.2% 3 1.8% 90 53.3%

2008年～2016年 30 17.8% 9 5.3% 2 1.2% 13 7.7% 1 0.6% 55 32.5%

2017年～2020年 7 4.1% 6 3.6% 0 0.0% 4 2.4% 0 0.0% 17 10.1%

総計 71 42.0% 30 17.8% 22 13.0% 42 24.9% 4 2.4% 169 100.0%
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発行する研究紀要については、1978年～1997年
が４件、1998年～2007年と2008年～2016年には
30件、2017年～2020年の年代には7件であった。
学会が発行する出版物については、1978年～
1997年は無く、1998年～2007年には15件、2008
年～2016年が９件、2017年～2020年の年代には
６件となっている。出版社については、1978年
～1997年が２件、1998年～2007年には18件、
2008年～2016年が２件となっている。2017年～
2020年は無かった。その他の出版物については、
1978年～1997年１件、1998年～2007年には24件、
2008年～2016年が13件、2017年～2020年の年代
には４件となっている。

一方、文献の出典からみると、大学が発行する
研究紀要が71件で、全体の42.0％と最も多く、続
いて、その他の出典が42件で24.9％、学会発行物
が30件で17.8％、出版社が22件で13.0％である。

また発表年でみると、1978年～1997年の７件
で4.1％、1998年～2007年の90件で53.3％であり、
2008年～2016年が55件で32.5％、2017年～2020
年が17件で10.1％となっている。したがって、
1998年～2007年が全体の半数以上を占めてお
り、最も多く、続いて、2008年～2016年が全体
の約３割であり、1998年～2007年をピークとし
て、1998年～2016年の19年間で、全体の５分の
４以上を占めていることが読み取れる。

以上の結果から、「よさこい系および YOSAKOI
ソーラン系の祭りや踊り」に関する文献の出典を
みると、大学が発行する研究紀要は、いずれの年
代においても最も多く、年代別の件数からみる
と、1998年～2007年が最も多いことを示してい
る。この年代については、「よさこい系および 
YOSAKOI ソーラン系の祭りや踊り」の実施が増
加しているため（川竹，2020，Pp.52-55）、その
論文数の増加に影響していると推察される。

3.2「よさこい系および YOSAKOIソーラン系の
祭りや踊り」に関する論文タイトルの形態素
解析

「よさこい系および YOSAKOI ソーラン系の祭

りや踊り」に関する研究の動向を明らかにするた
めに、論文タイトルにおいてどのような語句が選
択される傾向にあるのかについて、計量的分析を
試みようと、テキストマイニングによる形態素解
析を行った。その結果、「よさこい系および 
YOSAKOI ソーラン系の祭りや踊り」に関する語
と文の集計値は、総抽出語数は3,139語（1,631
語）、異なり語数は790語（618語）、文は 170であっ
た（カッコ内は使用語数）。

抽出語の中でも、まず名詞句についてみてみ
る。表２は、文献のタイトルに使用されている名
詞句のうち、出現回数５以上の抽出語に関して出
現回数を頻度順に示したものである。最も出現回
数が多い抽出語は、「祭り」86であり、続いて「踊
り」27、「地域」24、「都市」18、「文化」15、「鳴
子」14、「祝祭」12となっている。以上のように、

「よさこい系および YOSAKOI ソーラン系の祭り
や踊り」に関する文献の論文タイトルにおいて、

「祭り」が最も多く、次に「祭り」の中心となる「踊
り」、そして「地域」に関わる「都市」となって
いる。

次に、抽出語の中でも、サ変名詞句についてみ
てみる。表３は、文献のタイトルに使用されてい
るサ変名詞句のうち、出現回数５以上の抽出語に
関して出現回数を頻度順に示したものである。最
も出現回数が多い抽出語は、「参加」16で、続い
て「進化」12、「活動」11、「考察」10、「展開」
10となっている。すなわち、「参加」することで「進
化」し続けている「活動」と思われる。
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る。「祭り」に対しては、「参加」「都市」「祝祭」「現
代」「変容」「集団」「生活」が、「踊り」に対して
は、「鳴子」「進化」「地方」「大会」が共起してい
る。「地域」に対しては、「事例」「イベント」「展
開」「社会」「交流」「実践」が、「文化」に対して
は、「創造」「効果」「スポーツ」「伝統」「経済」「全
国」「動き」などが共起している。「学生」「チーム」
のまとまりについても、共起がみられる。
「祭り」に対しては、「現代」の「都市」「祝祭」、

「踊り」に対しては、「鳴子」「踊り」や「進化」「地
方」「大会」、「地域」に対しては、「地域」の「事例」
や「地域」「イベント」など、相互の語句が共起
して、一つの意味をなしている語句と読み取れる。

図１　「よさこい系および YOSAKOI ソーラン系
の祭りや踊り」に関する論文の抽出語間の
共起ネットワーク

3.4「よさこい系および YOSAKOIソーラン系の祭
りや踊り」に関する論文種別による研究動向
の差異の検討

論文種別との共起関係を設定して得られた共起
ネットワークについて、図２に示す。図２におい
て、紀要、学会、出版社、その他に共通な語句は、
論文に選択される語句の傾向として、表１の出現
回数５以上の名詞句や図１の抽出語間の関連であ
る共起ネットワークと類似し、「祭り」「踊り」「地
域」「都市」が中心となっている。「祭り」「地域」

「都市」に対しては、どの論文種別においても共
起している。紀要に対しては、「祭り」「踊り」「地

表２　 出現回数５以上の名詞抽出語（頻度順）
名詞 頻度 名詞 頻度
祭り 86 地方 8
踊り 27 スポーツ 7
地域 24 子ども 7
都市 18 伝統 7
文化 15 チーム 6
鳴子 14 学生 6
祝祭 12 社会 6
現代 10 経済 5
事例 10 集団 5
効果 9 全国 5

イベント 8 大会 5
国体 8 動き 5

表３　出現回数５以上のサ変名詞抽出語（頻度順）
サ変名詞 頻度 サ変名詞 頻度
参加 16 実践 7
進化 12 交流 6
活動 11 比較 6
考察 10 観光 5
展開 10 生活 5
創造 8 変容 5
研究 7 報告 5

3.3「よさこい系および YOSAKOIソーラン系の
祭りや踊り」に関する研究の構造

抽出語間の関連性を探求するために、上位60
語までを利用した抽出語間の共起ネットワークを
用いて、抽出語間の関連を分析した。具体的には、
KH Coder を用いて、上位60語の中でも共起の程
度（係数：coefficient0.2）に基づいた共起ネット
ワークで示した（図１）。その結果について、図
１から、各抽出語同士の結びつきを俯瞰的にみて
みる。

論文に選択される語句の傾向として、表２・表
３の出現回数５以上の名詞句と同様に、図１の抽
出語間の関連である共起ネットワークにおいて、

「祭り」「踊り」「地域」「文化」が中心となってい
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域」「都市」「鳴子」「進化」などが共起している。
学会に対しては、「祭り」「踊り」「地域」「都市」「参
加」「文化」などが共起している。出版社とその
他に対しては、「祭り」「踊り」「地域」「都市」「効
果」「伝統」「イベント」などが共起しており、町
おこし・経済などへの「イベント」「効果」とし
て反映されていると推察される。なお、論文種別
ごとに特徴的な語句については、数が少ないため
割愛する。

図２　「よさこい系および YOSAKOI ソーラン系
の祭りや踊り」に関する論文種別による抽
出語との共起ネットワーク

3.5「よさこい系および YOSAKOIソーラン系の
祭りや踊り」に関する年代別に見た研究動向
の推移

「よさこい系および YOSAKOI ソーラン系の祭
りや踊り」に関する年代と共起関係を設定して得
られた共起ネットワークを、図３に示す。図３に
お い て、1978年 ～1997年、1998年 ～2007年、
2008年～2016年、2017年～2020年の全ての年代
に共通している語句は、「祭り」「地域」「都市」
であり、「よさこい系および YOSAKOI ソーラン
系の祭りや踊り」の中心となっている。

1978年～1997年と1998年～2007年に共通して
いる語句は、「事例」であり、「よさこい系および 
YOSAKOI ソーラン系の祭りと踊り」の研究にお
いて事例的な検討が多くなされていたと推察され
る。1998年～2007年と2008年～2016年に共通し

ている語句は、「踊り」「参加」「考察」であり、「祭
り」の中でも特に「踊り」に焦点を当てた検討が
なされていたと推察される。2008年～2016年と
2017年～2020年に共通している語句は、「イベン
ト」「展開」「祝祭」「活動」「チーム」「子ども」
であり、「イベント」としての「展開」や「子ども」
の「チーム」「活動」などを対象とした論文と推
察される。なお、年代ごとに特徴的な語句につい
ては、数が少ないため割愛する。

図３　「よさこい系および YOSAKOI ソーラン系
の祭りや踊り」に関する年代別による抽出
語との共起ネットワーク

3.6「よさこい系および YOSAKOIソーラン系の
祭りや踊り」の研究にみられる抽出語に関す
る特徴的な研究動向の例

上述したように、「よさこい系および YOSAKOI
ソーラン系の祭りや踊り」に関する論文の CiNii
掲載状況、研究の構造、論文種別による研究動向
の差異、年代別にみた研究動向の推移を検討し
た。検索では、論文において「よさこい」および

「YOSAKOI」がキーワードで登録されているもの
の、タイトルそのものに含まれているとは限らな
い。しかし、その中でタイトルを検索するという
仕組みに限界はあるものの、全体的な研究傾向を
把握することができた。その結果、「よさこい系
および YOSAKOI ソーラン系の祭りや踊り」に関
する論文としては、頻度が多く、共起がみられる

「祭り」「踊り」「地域」「文化」に関する報告であっ
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た。そこで、「祭り」「踊り」「地域」「文化」に焦
点を当て、特徴的と思われる論文をあげて、「よさ
こい系およびYOSAKOIソーラン系の祭りや踊り」
に関する研究の動向についてみてみることとする。

まず、「祭り」に関する研究動向としては、内
田による高知よさこい祭りに関する一連の研究が
あげられる。内田（1992）は、都市と祭りの論
文タイトルで、高知「よさこい祭り」へのアプロー
チをサブタイトルとして、「よさこい祭り」の現
状を概観することから、一連の研究を始めてい
る。すなわち、「よさこい祭り」の「踊り子隊」
と「競演場」という「祭り」における人と場に焦
点を当てた研究からスタートしている。引き続
き、「よさこい祭り」を高知という地域で実施さ
れるイベントとして、その特徴を社会集団や祝祭
空間の視点（内田，1994a，1994b）から研究継
続し、この地域イベントの事例を中心に検討して
いる（内田，1999，2001，2002）。さらに、長年
にわたる高知よさこい祭りの資料収集や参与観察
から、内田（2004）は、「よさこい YOSAKOI 系
祭り」（「よさこい系祭り」）について、本来、「よ
さこい祭り」は高知市で開催されてきたローカル
な祭りであるが、各地で展開する「よさこい
YOSAKOI 系祭り」（以下「よさこい系祭り」）と
は、何らかの民謡（の一部）をアレンジした音楽
に合わせ「鳴子」を手に踊る複数の集団によるダ
ンスの競演イベントとしている。以上のことから、
内田は、「よさこいYOSAKOI系祭り」の意味内容
を「よさこい系祭り」の名称において包括し、「祭
り」と「地域」「文化」との関わりを研究内容の
中心として、継続的な研究を実施している。

しかしながら、内田（2018）は、近年のよさ
こい YOSAKOI 系イベントの実態から、「よさこ
い YOSAKOI 系祭り」が、従来の地域文化という
概念とは異なることに関して、次のように指摘し
ている。まず、地域外の参加者・参加団体が少な
くないため、地域の人々によるイベントと言い難
いことがある。また、踊りの音楽については、「一
部に地域の民謡の一節を取り入れる場合が多い」
が、チーム所在地にかかわらず、高知や北海道の

音楽を採用したり、異なる場所の民謡をアレンジ
したりするという点を指摘している。さらに、こ
のようなことを踏まえて事例をあげている。具体
的には、ある YOSAKOI ソーラン祭り上位入賞常
連チームは、音楽にソーラン節の一節を入れてい
るものの、各地の民謡や音楽を適宜採用したり、
北海道民が踊り子として参加していなかったり、
北海道以外の演舞テーマであったりすると指摘し
ている。そして、このような指摘をもとに、「現
代文化と地域文化の関係を考える際、旧来の地域
文化の概念では捉えきれない」と提言している。
このように内田の研究は、「よさこい祭り」を「祭
り」中心として捉えながらも、よさこいYOSAKOI
系イベントに関する一連の研究である。

一方、「よさこい鳴子踊り」の論文についてみ
ると、岩井による「よさこい鳴子踊り進化論」に
関する一連の研究があげられる。具体的には、「よ
さこい鳴子踊り」に関して、よさこい鳴子踊進化
論序説（2001）からスタートして、2002年・高
知（2003）、第50回よさこい祭り（2004）、100回
大会への序曲（2005）、「上町」の地方車から

（2006）、「帯屋町」の地方車から（2007）、町内会・
商店街チームの展開（2009）と具体的な検討を
続けている。

岩井も、よさこい祭りの基本的原則（「よさこ
い節（地区の民謡）」の挿入､ 鳴子を持つ）にお
いて、信仰の欠落、舞台は道路という特徴に加え、
音響機器等の表現手段の変容 ･ 進化についても言
及している（2001）｡「よさこい祭り」を構成す
るよさこい鳴子踊りを､ 新聞 ･ 文献およびフィー
ルドワークから考察し､ その進化を明らかにしよ
うと一連の研究を行っている｡ 1992年に､ 札幌
市へ伝播した「YOSAKOI ソーラン祭り」につい
ても、同様の原則（「ソーラン節」の導入､ 鳴子
を持つ）を述べ、この原則は､「全国各地に伝播
･ 増殖を繰り返していくよさこい祭りの基本とし
て機能していく」としている（2001）｡

また、祭りの神事性に言及しており、よさこい
祭りは、従来の祭りの神事性概念と異なり、基盤
が地域の町内会 ･ 商店街がベースで祭りの「場」
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をしつらえ､ まれ人（踊り子）を招聘し、「ハレ」
の日を設定するとしている（2007）。さらに、町
内会・商店街チームの展開として、かつての「日
本人は、祭りで太鼓を叩き、笛を吹き、歌を歌い、
踊りで身体表現し、タテ関係の教育システムを機
能させてきた」ことを強調している（2009）。し
かしながら、岩井以外に、「よさこい鳴子踊り」
と名打った一連の研究は、あまりみられない。

これら内田や岩井のように、高知の「よさこい
祭り」や「よさこい鳴子踊り」を中心とした研究
は、その後の「よさこい系および YOSAKOI ソー
ラン系の祭りや踊り」研究の基盤となっている。
さらに、それら研究成果も踏まえて、矢島は、「『よ
さこい系』祭りの都市民俗学」として、フォーク
ロリズムの視点からの「都市の伝承母体」を再考
している。具体的には、「よさこい系」の祭りは、

「原則として鳴子を持ち、地元の民謡などを取り
入れて踊る祭り」と定義し、高知（「よさこい系」
祭りの本家）、札幌（第一伝播先）、仙台（対象地
域拡大例）、名古屋（対象地域開放例） の「よさ
こい系」祭りを取り上げている。そして、これら
の「よさこい系」の祭りの動態から、差異性と統
一性を指摘し、「集団となる契機の方法が多様で、
身体表現の方法も多様、踊り自体も楽しみを追及
したり技を追及したりと、あらゆる面の許容範囲
が広」く、「祭りの形式が触媒となって人々の感
性に訴えるという『刺激伝播』であり、その人々
が存する地域の習俗を呼び起こして創造する祭り
である」と特徴づけている（矢島，2015，Pp.1-2，
287-288）。

なお、「YOSAKOI ソーラン祭り」の創立に学
生メンバーの一人として参加した川竹は、なぜ、
よさこいは全国に広がったのかについて、最新の
著書（川竹，2020，Pp.82-84）の中で、次のよう
にまとめている。「YOSAKOI ソーラン祭り」は、
高知発祥のよさこい祭りが都市の参加型祭りとし
て進化し、札幌で1992年に「YOSAKOI ソーラン
祭り」が始まり、この祭りの成功を受け、1990
年代後半以降に全国展開してきた。さらに、ネッ
トの普及と高速交通網の整備で、交流するイベン

ト祭りの基盤ができたと列挙している。
舞踊学分野からの研究をみると、増山（1999）

は、舞踊文化の視点から、「YOSAKOI ソーラン
祭り」を検討し、その拡大や魅力に関して、次の
ように考察している。まず、「YOSAKOI ソーラ
ン祭り」の拡大は、踊りの魅力を前面に出したこ
とにより、地方色が薄れ、普遍性が高まり、他の
地域への普及に影響していると推察している。ま
た、踊りの魅力については、「リズムを増幅させ
る鳴子と元曲である民謡が持つ強い個性」、創作
による愛着、パレードによる踊り手と観客との同
化をあげている。

また、平田は、「YOSAKOI ソーラン祭り」上
位入賞チームの演舞構成を比較し、演舞は時代の
文化や流行を取り入れ、10年間で複合化され、
独自性や創造性が増していると報告している。し
かし、祭りの参加者意識は、10年でも変わらず、
観客と参加者が「見る―見られる」関係であり、

「自己承認」・「仲間」・「変身」という要因をあげ
ている（平田，2010）。

次に、「踊り」そのものに焦点を当てた研究と
しては、岩村（2015）の研究があげられる。具
体的には、高知の「よさこい祭り」と札幌の

「YOSAKOI ソーラン祭り」のビデオテープ、
DVD、や YouTube の映像資料をもとに、代表的
な動きを抽出して、身体技法の特徴について検討
している。そして、「よさこい系・YOSAKOIソー
ラン系のダンスの多くは、基本の構え・あるいは
踊りの途中で、両足を大きく横に開き、音楽に合
わせて体幹を大きく左右に振る動きがあることで
ある。また、この動きを基本に、180度、90度あ
るいは360度身体を一気に回転させる動き」と述
べている。すなわち、動きについては、体幹の横
方向へのスウィングを特徴として捉えている。さ
らに、「よさこい系・YOSAKOI ソーラン系」に
ついて「踊り」という語句ではなく、「ダンス」
という語句を使用していることは、興味深い。

さらに、「高知系よさこい踊り」と「YOSAKOI
ソーラン系の踊り」の違いに関して、楽曲や踊り
の起源（座敷踊りと漁師踊り）に加え、踊りの場
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へのこだわり、地元コミュニティとの関わりにつ
いて述べている。具体的には、高知のよさこい祭
りは、高知市内の各コミュニティや職場から誕生
したため「地元」の祭りや踊りとしての意識が強
く、沿道の観客の多くが市民で、踊りの場も基本
的には「道」としている。その沿道の観客に対す
る踊りは、「グループで一定の動きがなされる」
ユニゾン（スミス，1984）のように、一斉に同
じ動きの振りが多いようであることを指摘してい
る。当然、ユニゾンで同じ動きの踊り子が多いほ
ど、迫力も増す（ブラム，2005）と思われる。

一方、「YOSAKOI ソーラン系の踊り」につい
ては、低重心の横振りの踊りとして、次のように
述べている。「多くは、脚を横に開き、体幹をしっ
かり支えつつ、思い切り身体を真上または斜め真
上に伸ばし鳴子を打ったり、蹲踞の形でポーズを
決めたり、片脚を横に伸ばす屈伸でポーズを決め
たり、脚を若干開いたままジャンプして、180度
あるいは360度あるいは90度身体の向きを変える
動作」が特徴的であるとしている。

そして、踊りの特徴については、次のようにま
とめている。「脚を大きく開き、横に体幹をスイ
ングさせたり、回転させる動きから感じられるノ
リは、とくに YOSAKOI ソーラン系の踊りが開発
した新しい日本人のノリ感覚でないかと思われ
る。腰を入れる動作は日本の伝統芸能にも伝統武
道にもあったが、体幹を横に大きく（重く）スイ
ングさせたり、回転させる動きは、ソーラン節の
踊りの体験をベースに、四方から観客に囲まれ、
オープンエアの広い空間で大きく身体動作を見せ
なくてはいけないという状況、常に立ち位置を変
え、移動しつつ躍る激しい躍り、地下足袋という
フットギアの存在等が合わさって、世界に今まで
になかった新しい踊りの身体感覚＝ノリを提案し
ているように思われる」。

以上、CiNii 掲載論文の「祭り」「踊り」「地域」
「文化」の抽出語を基に、先行研究を概観し、タ
イトルを検索するという仕組みに限界はあるもの
の、網羅的に一定の研究成果を得ることができ
た。このように、本報では、客観的な方法によっ

て分析し「よさこい系および YOSAKOI ソーラ
ン系の祭りや踊り」に関して、基本的な視点を提
供した。そして、それらをもとに主要論文から次
のような研究動向がまとめられる。

研究の第１のアプローチは、「祭り」であり、
内田（1992）の高知「よさこい祭り」の現状を
始めとする一連の研究である。また、岩井も、「よ
さこい鳴子踊り進化論」として、高知の「よさこ
い祭り」全般について、一連の研究を報告してい
る。このように内田、岩井いずれも、高知の「よ
さこい祭り」や「よさこい鳴子踊り」の創設から
近年の変遷にわたり、継続的な参与観察や取材 ･
調査というフィールドワークを実施し、「地域」
や「文化」を包括した民俗学的な立場を踏まえて
検証している。また、内田や岩井の「よさこい祭
り」を中心とした研究を踏まえた上で、「YOSAKOI 
ソーラン」の祭りや踊りに関して、矢島（2015）
が研究を積み重ねている。

第２のアプローチは、平田（2010）や増山
（1999）、岩村（2015）のように「よさこい祭り」
や「YOSAKOI ソーラン祭り」の中でも、それら
の「踊り」に焦点化した研究があげられる。いず
れの研究結果においても共通することは、「よさ
こい系」および「YOSAKOI ソーラン系」の祭り
や踊りが常に変化し続けていることである。例え
ば、対象とした CiNii 掲載論文が発行された時点
での結果が、現在の祭りや踊りの動態と同じとは
限らない。筆者の個人的観察ではあるものの、近
年は特に、祭りの規定を除いて考えると、「よさ
こい系」と「YOSAKOI ソーラン系」の踊りの特
徴がボーダーレス化している現象もみられる。つ
まり、踊り子が祭りの規定に応じて楽曲や振り付
けを応用して、「よさこい系」と「YOSAKOI ソー
ラン系」の両方の祭りに参加し踊っている事例で
ある。このような場合については、「祭り」や「踊
り」というよりもむしろ、「祭り」と名打ったイ
ベントとして捉えられよう。そして、そのような
イベントと、その中で展開される「踊り」（ダンス）
の動態や変化について、今後も継続して検討する
ことが重要と思われる。
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このような本稿の結果を踏まえて、今後の新た
な課題について考えてみる。すなわち、学校教育
における「よさこい系および YOSAKOI ソーラン
系の踊り」に関する検討があげられる。「よさこ
い系および YOSAKOI ソーラン系の踊り」に関
して、概観してみると、松尾（2006）が「南中ソー
ラン」について言及しているものの、CiNii の研
究論文としては、それほど多くはみられない。周
知のとおり、旧学習指導要領（文部科学省，
2008a，2008b，2008c，2008d，2009a，2009b）
においても、現学習指導要領（文部科学省，
2018a，2018b，2018c，2018d，2019a，2019b）
においても、体育・保健体育の授業における表現
運動・ダンスとは、表現・創作ダンス、フォーク
ダンス、リズムダンス・現代的なリズムのダンス
である。文部科学省スポーツ・青少年局によるダ
ンスの種類に関する資料内容において、フォーク
ダンスの中に、日本の民踊として、「ソーラン節（北
海道）」や「よさこい節（高知）」が示されている。
一方、「YOSAKOI ソーラン（北海道）」に関して
は、「リズムのダンス（現代的なリズムのダンス
など；創作ダンス及びフォークダンスに属さない
リズムにのったダンス）」の中で示されている（文
部科学省スポーツ・青少年局体育参事官，2012）。

学校教育において、「ソーラン節」に関してみ
ると、音楽科での民謡の観点からの報告も散見さ
れる（鈴木，2019）。また、教育現場においては、
体育祭で「よさこい」や「ソーラン」を発表した
というような会話がしばしば聞かれる。さらに、
子どもたちの課外での活動（宮辻・河北，2017）、
地域での行事においても取り上げられたりしてい
る。その「よさこい」とは、「YOSAKOI ソーラン」
に関連する「よっちょれ」の踊りを指している場
合があり、「ソーラン」とは、「南中ソーラン」を
指していることが多いようである。また、既存の

「よさこい系および YOSAKOI ソーラン系」の祭
りにおける踊りを参考にして、アレンジしていた
り、創作したりしている場合もある。いずれも、
厳密にいえば、学習指導要領で取り上げられてい
る民踊「よさこい鳴子踊り」や「ソーラン節」と

は、異なるものと推察される。さらに、表記につ
いても、「よさこい」「よさこいソーラン」

「YOSAKOI」「YOSAKOI ソーラン」というよう
な、学習指導要領では取り上げられていない表記
も目にすることもある。このような表記は、いっ
たいどのような踊りを意味しているのであろう
か。実際には、明確に記されていなかったり、定
義があいまいであったり、混在していたり、創作
的な要素が強かったりするという現状もみられ
る。今後は、このような「よさこい系」や

「YOSAKOI ソーラン系」の言葉の意味する踊り
や、学校教育におけるダンスの学習指導内容に関
する再検討も必要と思われる。
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